
静岡市役所で働く

薬剤師（行政）の

お仕事紹介



1．医事薬事衛生

2．生活衛生

3．食品衛生

4. 環境保全

5．試験検査（及び調査研究）

6．水道水質検査

7. 下水道維持管理

8．保健予防

大まかに分けると

左のような

業務分野が

あります。



薬局等の許可事務、薬学の知識を活かした薬の販売・管理に関する指導、毒物・

劇物などの保管管理、取扱指導などの業務を行っています。

また、医療施設（病院、診療所等）が適切な医療等を提供できるように、施設等

の許認可事務、関係法規に基づく衛生指導などを行っています。さらに、医療従事者

などの免許証の申請、医療についての相談業務も行っています。

概要

①医療監視員・薬事監視員として、病院・薬局などの開設許認可手続や立入検査

②毒物劇物監視員として、登録手続や立入検査など

③医療安全相談や薬に関する相談（看護師・薬剤師で対応）

④医療従事者（医師、薬剤師、看護師など）の免許申請

⑤薬とくらしの教室の開催（婦人会・老人会などを対象）

⑥人口動態統計などの各種保健衛生統計業務

⑦薬物乱用防止啓発活動（自生けしの抜去や各種啓発活動）

具体的な仕事

担当：保健所生活衛生課



快適な生活環境の確保のため、生活衛生関係施設（理・美容所、クリーニング所な

ど）について、それぞれの法律に基づく営業許可、検査確認、監視指導などを行い、衛

生水準の維持向上を図っています。

概要

①旅館・公衆浴場・興行場の許認可や衛生指導（浴槽水の検査を伴う立入検査など）

②理容所・美容所・クリーニング所の開設手続や衛生指導（定期の立入検査など）

③墓地経営・温泉採取・利用事業の許認可や届出手続など

④水道事業（簡易水道・専用水道）の申請手続や衛生指導など

⑤飲料水（井戸水含む）の衛生指導

⑥遊泳用プールの衛生指導（定期立入検査・水質検査）

⑦特定建築物の衛生管理指導（立入検査など）

⑧ネズミ、衛生害虫などの相談

具体的な仕事

担当：保健所生活衛生課



食品の安全性の確保のため、公衆衛生の見地から必要な規制その他の措置を講ず

ることにより、飲食に起因する衛生上の危害の発生を防止し、健康被害から守る業務

を行っております。

概要

①食品関係営業施設（飲食店など）の営業相談・許可事務・監視指導

②食中毒調査・食品の苦情相談

③集団給食施設などへの栄養管理指導

④調理師などの試験願書受付・免許などの申請手続き

⑤流通食品の安全確認

（中央卸売市場の監視、食品の収去検査など）

⑥食の安全対策の推進

（学校における食の安全教室の開催など）

⑦HACCP承認施設などの助言、指導

具体的な仕事

担当：保健所食品衛生課

▼食の安全教室の様子



事業者に対して、大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音・振動、地盤沈下、悪臭

の防止のための規制・指導を行っています。

概要

①大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音・振動、地盤沈下、悪臭の防止のための

規制・指導（届出手続き、立入検査など）

②環境調査（大気監視、河川の水質調査など）

③各公害の苦情相談対応・調査

④地下水の揚水量の規制

⑤水質汚濁事故への対応

⑥光化学オキシダント

・PM2.5に関する業務

具体的な仕事

担当：環境保全課

河川水の採水の様子▶

工場排水の採水の様子▶



市民の健康と生活環境を守るために様々な種類の試験検査を行っています。

概要

①環境科学（化学職も従事）

：環境(大気・水質・悪臭など)に係る試験検査、調査研究

【例】河川水の検査、工場の排気や排水の検査など

②生活科学（化学職も従事）

：食品、家庭用品、医薬品などに係る試験検査、調査研究

【例】食品中の農薬・放射性物質の検査、添加物の検査など

③微生物学（獣医師も従事）

：食品、感染症、環境(水質)などに係る試験検査、調査研究

【例】新型コロナウイルス・インフルエンザ・ノロウイルス検査、エイズの血液検査など

具体的な仕事

担当：環境保健研究所

▲食品中の農薬の
検査の様子



安全でおいしく快適な水道水をお届けするために、水源からじゃ口まで適正で効果的

な水質検査を行います。

概要

①水質検査計画の策定
②給水栓水の検査
（水質基準項目の定期検査、毎日検査）
③水質検査結果の公表
④水道水源の水質検査、水源監視
（水道水源の安全性確保のため）
⑤水道水の安全性のPR
水道水についての相談

具体的な仕事

担当：水質管理課

水道水の出前講座の様子



衛生的なまちづくりに向けて、市民の皆さんの生活排水の処理を担う公共下水道の

機能の維持管理を行っています。

概要

＜下水道維持に関する主な業務＞

①事業場排水の水質規制

（特定施設の届出手続、立入検査など）

②公共下水道への流入水の取締り

（事業場からの排水の採水）

＜下水道施設に関する主な業務＞

①下水浄化センターの運転・維持管理

②下水浄化センターの水質管理

具体的な仕事

担当：下水道維持課・下水道施設課

立入検査の様子▶

水質検査の様子▶



感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関し必要な措置を実施することに

より、感染症のまん延の防止、公衆衛生の向上及び増進を図っています。

概要

感染症予防業務

●新型コロナウイルス対応（入院調整等患者対応）

●その他感染症対応（ノロウイルス、蚊媒介（ジカ、テング）、O-157など）

●エイズ・肝炎ウィルスなどの予防事業

エイズの相談・検査受付・予防教育、B型・C型肝炎ウィルスの相談・検査など

●結核予防事業

定期結核健康診断、結核研修会、医療費補助の申請

具体的な仕事

担当：保健所保健予防課



職員数 46人

内訳

（配属先）

環境局
●環境保全課：3人
●環境保健研究所：7人
保健福祉長寿局
●保健衛生医療部 保健医療課：2人
●保健衛生医療部 保健所 保健予防課：2人
●保健衛生医療部 保健所 生活衛生課：9人
●保健衛生医療部 保健所 食品衛生課：9人
●保健衛生医療部 保健所清水支所：3人
上下水道局
●水道部 水質管理課：6人
●下水道部 下水道維持課：2人
●下水道部 下水道施設課：3人



窓口や電話対応、現場対応などの場面で、直接、相手（市民の皆さんなど）から
「ありがとう」と言われるなど、役に立っていると実感できる場面が多い。

民間の薬剤師の仕事に比べて、生活基盤に関わる仕事が多いため、市民生活に
貢献していると感じる仕事が多い（水道水の水質管理や食品の農薬等の検査、
下水道業務など）。

薬剤師としての採用であるため、基本的には大学などで学んだ薬学・化学の知識を
活かした仕事に携わることができる。

ずっと同じ部署で働くのではなく定期的に人事異動があるため、仕事内容や知識が
偏らず、幅広い仕事につくことでいろいろな経験ができ、自分自身を成長させること
ができる。

薬剤師以外の職種の人と一緒に仕事をするので、人脈が広がるとともに、さまざまな
職種の人の考え方を学ぶことができる。

政令指定都市としてほかの市町に比べより多くの仕事の領域があり、さまざまな種類
の仕事に携わることができる。



政令指定都市・静岡市の

行政部門で活躍する薬剤師として

ぜひ一緒に働きましょう！


